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楼井克聡 :藻類学ワークシ ョッ プ2[""藻類採集観察会」に参加して

藻類学ワークショップ2I藻類採集観察会」は， EI本藻類学会第

3S回大会期間中の2011年 3月28日，...._.30日に，石川県能登半島に

おいて開催されました。能登半島は日本海沿岸で最も海藻利用が盛

んな地域であるそうです。採集 ・観察の場となった九 卜九湾は静穏

な環境のリアス式海岸で，海藻植生が豊かであると聞き，同じ日本海

沿岸で、ある山形県の海藻植生をテーマとしている私にとって，知識を

深める良い機会と考え参加しました。

初印ま移動日となり，二日目に宿泊させて頂いた金沢大学臨海実験

施設の対岸に位置する，のと海洋ふれあいセンターで海藻の採集 ・

観療を行いました。静f;暫或のガラモ場は，いつも見慣れている外海の

藻場とは大きく異なると聞いてはいたので、すが， 笑際にスノーケリング

で、潜って観察したガラモ場は圧巻で、した。入水する場所を探すのに

大変なほど，見渡す限りにホンダワラ類が密に群落を形成し，水面ま

で示達しているために水深も判断しづらく， l中へ移動するにも水面を這

い，ガラモが絡まないように進むしか方法がありませんでした。少し

沖に出てある程度の水深より深くなると泳げるスペースもあり，わずか

ながらノ4ッチ状lこ点在する砂磯底で潜ると，その大tJ'b模なガラモ場を

立体的に観察することカ?でき，ようやく種の判別や下車の観察が可能

となりました。水深3m程度の箇所で、はジョロモク，ヨレモク，アカモ

クなどが水面付近まで伸長し，その下車にはツルアラメやノ、パモドキ

カミホンダワラ類の上にはエゴノリ，モズクが生育していましたo fm察
した範囲のガラモ場は，紅藻類が非常に少なく，ほぼ褐藻類で構成

されていました。外海で、しか潜水調査を行ったことのない私にとって，

同じ日本海沿岸で，しかも同じ種でもここまで、異なるのだと身をもって

実感させられた観察でした。

三日目は，輪島市の朝市で海藻類の流通を見学し，珠洲市に移動

後，昼食に海藻しゃぶしゃぶ，最後に海藻を用いて糸を染色する能川|

紬の見学を行いました。朝市では，ズワイガニやイカなどの!jiZ:物に加え，

ほとんどの露j苫で加工された海藻が販売されていました。ヒトエグサ

やツlレアラメ，ウッフ。ルイノリ，ツルモなと刀幼日工rTl，乾物として並ん

でいる様子には，能登では海藻の利用が古くから擁んであり，その文

海中のスギモク群落の様子

海藻採集の様子

化が〉恨強く残っているのだと深く感助しました。昼食の海藻しゃぶしゃ

ぶは， 私にとって最も印象に残っており，海藻を粕汁にくぐらせて食べ

るとし 3うものでした。今回，私達が食した海藻はツルアラメ(かじめ)，

アカモク，Jホンダワラ(ぎんばさ)，ウッフ。/レイノリ(岩のり)，ひとえぐ

さ (あおさ)，ワカメの6種でした。他にも，ハパノリ(はまな)やツ

ルモなどもしゃぶしゃぶとして食されるそうです。この海藻しゃぶしゃ

ぶは，さっと湯にくぐらせるだけなので食感が良く，粕汁との相性もよ

く非常に美味しい料理で，海藻利用が盛んな能登ならではの味を堪
のうし均うつむぎ

能させていただきました。最後に見学させて頂いた自旬、|、|納は，海藻で

絹糸を染色することで独特の色つやを出しているそうです。用し〉る海

藻は，浜に打ち上がった海藻であるため，日々異なる状態になり，能

登の美しし当夕日;を織物にI収見するために苦心して構築された技術で、あ

るそうです。

ワークショッフ。に参加するのは初めてだったので、すが，今回の参加

は，私にとって非常'に有意義なものとなりました。能登半島の豊かな

海習胡佐主，食文化から織物といった広い海藻利用を実際に体験した

ことで，自らの研究も広い視野を持って行うことができるようになるの

では，と感じました。懇親会では，各大学の先生方，企業の方， 学

生と異なる立場の方々と意見交換をすることができ，自分とは異なっ

た考え方や，専門外の研究について学ぶことができたと同時に，自分

の大学院生としての質の低さ，勉強不足も実感する機会となりました。

今後は，gl分の研究分野はもちろん，専門外の分野も幅広く学び，今

回よりも更に深い議論を行えるようにしていきたいと思し 3ます。また，

今回のワークショッフ。のような，様々な方々と知り合うことができる場

に今後も積極的に参加していこうと思し咳す。

最後に，ワークショップ2の企画 ・準備 ・運営にご、尽力下.さった東

京海洋大学の藤田大介先生，宿泊で、お世話になった金沢大学|臨海

笑習場の方々，のと海洋ふれあいセンターの方々，訪れた場所でお世

話になった方々に深く感謝致します。

(東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科)




